
コリーネ（哲学者）ロドルフォ（詩人）

ミミ（お針子）
ムゼッタ

（マルチェッロの恋人）
アルチンドロ

（老紳士。ムゼッタのパトロン）

マルチェッロ（画家）

屋根裏で一緒に暮らすボヘミアン仲間たち■ ラ・ボエーム相関図
舞台：1830年頃のパリ、カルチェ・ラタン 友 情

友　情

好意

友　情

愛し合っているがうまくいかない。恋人同士。しょっちゅう喧嘩。

ショナール（音楽家）

パトロン関係

■ ランメルモールのルチア相関図

ライモンド
（牧師でルチア
  の家庭教師）

アルトゥーロ
（ルチアの婚約者）

ルチア
（領主エンリーコの妹）

エドガルド
（エンリーコの仇敵）

エンリーコ（ランメルモールの領主）

舞台：17世紀、スコットランドのランメルモール地方

仇敵の家柄同士だったが、
暴れ牛から救ったことが
きっかけで相思相愛に。

別れさせる
ように策略先祖代々、

領地をめぐる
争い。

結婚を強制

兄宿敵

妹

恋仲

政略結婚させられ
るが、結婚式当日
に錯乱して刺殺

PucciniLa Bohème

Lucia di Lammermoor
Donizetti
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主催：テレビ東京／朝日新聞社／ジャパン･アーツ／中京テレビ放送（名古屋公演）／サントリーホール（6月14日公演）  協力：松竹株式会社／東京文化会館（ルチア公演）  後援：アメリカ大使館

協賛：J.P.モルガン（6月14日公演）特別協賛：KDDI株式会社

ラ･ボエーム

ランメルモールのルチア

プッチーニ

ドニゼッティ
全3幕

全4幕
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【上演時間約3時間／休憩2回含む】

【上演時間約3時間10分/休憩2回含む】

第1幕 ～ロドルフォ「冷たい手」、ミミ「私の名はミミ」
ロドルフォとミミが、お互いを自己紹介し合う歌。
詩の精神を共有することによって恋に落ちる、若
い二人の心の震えるようなときめきが描かれる。

第2幕 ～ムゼッタ「私が街の中を一人で歩くとき
には」（ムゼッタのワルツ）
街で評判の美女ムゼッタが、挑発的な態度の中に、マルチェッロ
への純情な愛を垣間見える。

第4幕 ～マルチェッロとロドルフォ「馬車にだって？～ああミミ、
君はもう帰ってこない」
恋人の不在を嘆く男二人の二重唱。

第4幕 ～コリーネ「古い外套よ、聞いておくれ」
富や権力に決して負けない芸術家の魂への思い。若い哲学者の
短い独白にプッチーニの本音がうかがえる。

第4幕 ～ミミ「みんな行ってしまったの？」ロドルフォ「ああ神様！ミミ！」
ロドルフォとの出会いの思い出を回想した後に、病身のミミは
静かに息をひきとる。突然の死に衝撃を受ける若者たち。

華の都パリ。ボヘミアンと呼ばれる芸術家の卵達、詩

人のロドルフォ、画家マルチェッロ、音楽家ショナー

ルと哲学者コリーネは男4人、貧しくも意気揚々と

暮らしていた。あるクリスマスの夜、詩人ロドルフォ

はお針子のミミに出会い、あっという間に恋に落ちた。

仲間で街へ繰り出せば、画家マルチェッロも一度は

振られた華やかな娘ムゼッタと再び結ばれ、皆で楽

しく大騒ぎ。しかしロドルフォとミミの楽しい時間

は短かった。病に冒されたミミの回復のため、より良

い暮らしをさせようと、心変わりをしたふりをした

ロドルフォ。降りしきる雪の中、2人は心の中で互い

を思いやりながらも、悲しい別れを決断した。しかし

最期の時、ミミは愛する人 の腕の中へ戻って行く

のだった。プッチーニの 切なく揺れる旋律

に、心ゆくまで酔える作品。

第1幕～ルチア「あたりは静まりかえり」
泉にまつわる不気味な昔話をアリーサに向かって語
るルチア姫のアリア。破滅への予感にも関わらず、
宿敵側の恋人エドガルドへの愛と喜びを歌う。

第1幕～エドガルドとルチア「ここで妻としての永遠
の証を～ああ！私の燃えるため息が」
エドガルドは指環をルチアにはめ、二人は永遠の愛
と結婚を誓う二重唱を歌う。

第2幕～エンリーコとルチア「こちらにおいで、ルチ
ア～もしも、お前がわしを裏切るようなら」
兄エンリーコから恋人エドガルドの偽手紙を見せら
れたルチアは絶望に陥る。すでに政略結婚の花婿は
到着したと知らせるエンリーコ。劇的な二重唱。

第3幕～ルチア「あの方の声のやさしい響きが～私の
死骸の上に苦い涙を注いでください」（狂乱の場）
新郎を刺殺し白い花嫁衣装を血に染めたルチアが錯
乱状態で祝宴の場に現れる。恐怖の幻覚と、愛の過
去の思い出に引き裂かれたルチアの破滅が痛々しい。

第3幕～エドガルド「私の祖先の墓よ」
エンリーコとの決闘の場に指定した祖先の墓の前で、
ルチアを失った悲しみにくれるエドガルドのアリア。

17世紀のスコットランド。ランメルモールの領主エ

ンリーコは、その権力を磐石にして宿敵に対抗するた

め、自分の妹ルチアを裕福な貴族アルトゥーロと政略

結婚させようとしていた。一方ルチアは、以前助けて

くれた騎士エドガルドと密かに愛し合っていたが、実

はこの騎士こそ、兄エンリーコの宿敵であった。兄の

計略によってエドガルドが心変わりをしたと信じこま

されたルチアは、失意のうちに政略結婚のサインをし

てしまう。追い討ちをかけるように、婚礼の場に駆け

込んできたエドガルドにも責められ、ルチアはついに

発狂、祝宴が続く中、血染めの花嫁衣裳をまとい、

息絶えて行く。“狂乱の場”と呼ばれる名アリア

はもちろん、ドラマ全体にも見所の多い、

ベルカント･オペラの傑作。

◎主なアリアと聴きどころ

◎主なアリアと聴きどころ

◎あらすじ

◎あらすじ

ゼッフィレッリ演出のDVD（１９８２年収録、レヴァイン指揮、
ストラータス、カレーラス、スコット他）
UCBD-1294 プッチーニ：歌劇《ボエーム》 ￥6,500 3月２３日発売 

ネトレプコ＆ビリャソン 映画版《ラ・ボーエム》サントラCD
UCCG-1449 プッチーニ：歌劇《ボエーム》オリジナル・サウンドトラック ￥2,500

ネトレプコ＆ビリャソン全曲盤CD
UCCG-1408/9 プッチーニ：歌劇《ボエーム》 ￥6,000

お勧め

CD&
DVD

ジマーマン演出のMET公演DVD（ネトレプコ）
UCBG-1292/3  ドニゼッティ：歌劇《ランメルモールのルチア》

￥10,000  3月23日発売 

カレーヤが歌うアリア「わが祖先の墓よ……もうじきあの人知れぬ
墓が、ああ、あわれな女よ！、神のみもとにとびゆきしきみ」収録CD
UCCD-1121 カレーヤ／テノール･アリアズ ￥3,059

お勧め

CD&
DVD

2次発売いよいよ決定！（詳細は裏面で）

Met 3演目の見どころ聴きどころを分かりやすく解説！
保存版

ルチア：ディアナ･ダムラウ、エドガルド：ジョセフ･カレーヤ（6/9、12）  ピョートル･ベチャワ（6/16、19）
エンリーコ：ジェリコ･ルチッチ、ライモンド：イルダール･アブドラザコフ

指揮：ジャナンドレア･ノセダ
演出：メアリー･ジマーマン

ミミ：アンナ･ネトレプコ、ムゼッタ：スザンナ･フィリップス
ロドルフォ：ピョートル･ベチャワ（6/8、11）ジョセフ･カレーヤ（6/17、19）、マルチェッロ：マリウシュ･クヴィエチェン
ショナール：エドワード･パークス、コリーネ：ジョン･レリエ、ペノア＆アルチンドロ：ポール･プリシュカ

指　揮：ジェイムズ･レヴァイン
演出･装置：フランコ･ゼッフィレッリ

「主なアリアと聴きどころ」文：林田直樹（音楽ジャーナリスト）

ピョートル･
ベチャワ

アンナ･
ネトレプコ

ディアナ･ダムラウ



宗教裁判長

カルロ 母

フィリッポ2世
（スペイン国王）

ドン･カルロ
（スペイン王子）

ロドリーゴ
（国王の忠臣）

エボリ公女
（エリザベッタ王妃に仕える美貌の女官）

エリザベッタ
（フランス王女で
後にスペイン王妃）

対立

王権 対 教会

政略結婚

義母

父

子

子

子

実母

死別

友情 一方的な愛

恋愛関係

不倫

嫉妬恋敵･政敵対立
信頼

カルロ5世

■ ドン･カルロ相関図
舞台：1860年頃、スペインのマドリード

T h e  M e t r o p o l i t a n  O p e r a  2 0 1 1  J a p a n  T o u r  N e w s

全5幕 イタリア語版
【上演時間約4時間35分／休憩2回含む】

Don CarloVerdi ドン･カルロヴェルディ

して何といっても強烈なオーラで世

界を魅了するバス歌手。

“ちょい悪オトコ”を思わせるニヒル

な容姿からは想像もできないが、少

年時代は名門ドレスデン聖十字架合

唱団(少年聖歌隊)で清らかな声を響

かせていたという。その後、在学中に

出演したベルリン国立歌劇場の舞台

が称賛され、世界中が注目する存在

となった。

METには1995年のデビュー以来、

ェレスなどレパートリーを広げ、これ

までに3度の来日公演に参加。

2010/2011シーズンは新演出《ボリ

ス･ゴドゥノフ》に主演しMETの信頼

厚いバスとして活躍している。

2007年ベルリン国立歌劇場来日公演

でも主役をも喰ってしまうほどの存

在感を示したが、今回の《ドン・カルロ》

でもオールスターキャストの中、孤独

な権力者フィリッポ2世役を貫禄十分

に演じてくれるに違いない。

スペインが「無敵艦隊」を誇った時代。王フィリッポ2世

は神の次に強大な権力を持って君臨していた。王子ドン･

カルロはフランスの王女エリザベッタと婚約中、互いに

本当の恋に落ちて喜びに震えた。しかし政局は変わり、

彼女はなんと、父の妃となってしまった。傷心の痛みに

苦しむドン･カルロだったが、親友ロドリーゴの友情と助

言を入れて、民のために生きようと決心する。だがそれは、

王さえもおののかせる宗教裁判長の怒りに触れる、フラ

ンドルの救済という道だった。様々な陰謀の交錯する宮

廷で、ドン･カルロの身代わりとなってロドリーゴは死に、

王妃エリザベッタは権勢を誇るエボリ公女の陰謀に陥れ

られる。ドン･カルロはついにスペインを旅立つ決心をす

るが、そこに先祖、カルロ五世の亡霊の声が響き渡った…。

主要な役それぞれに見せ場があり、ヴェルディ節が炸裂。

最高のキャストで魅せる、壮大な歴史絵巻。

第1幕 ～ドン･カルロ「私はあの女に逢ったとき」
王子ドン･カルロにとってエリザベッタの存在がいかに運命的
なものであるかが、憧れに満ちたアリアに込められている。こ
のメロディはその後、幾度も回想される。

第2幕 ～ドン･カルロとロドリーゴ「あの方だ!～我らの胸に友情を」
ロドリーゴは、ドン･カルロが心を許す唯一の相談相手。フラ
ンドルの民を救い、自由と愛の崇高な理念を共有する仲間と
しての、二人の熱い友情の二重唱。

第4幕 ～フィリッポ2世「ひとり寂しく眠ろう」
王の夜の孤独の歌。若い王妃エリザベッタに愛されぬ思い、
墓の中にしか安らかな眠りは望めないという気持ちが、消え
かかった蝋燭の炎に象徴される。

第4幕 ～宗教裁判長とフィリッポ2世「イスパニアの地に
異端の栄えたためしはありません」
二人の最高権力者による凄惨な対話の二重唱。王子ドン・
カルロと忠臣ロドリーゴを殺すことについての合意が形
成される。

第4幕 ～エボリ公女「ああ、むごい運命よ」
ドン･カルロを愛していたエボリが、嫉妬から犯した
自らの罪を悔い、愛を諦めながらも、カルロを捨て
身で救う崇高な決断をするアリア。

第5幕 ～エリザベッタ「世のむなしさを知る神」
ドン・カルロへの愛と青春の日々を追慕し、運命
を受け入れ 死後の世界に安らぎを求める 人生

デクスター演出のMET公演DVD
UCBG-9098/9 ヴェルディ:歌劇《ドン･カルロ》 2枚組￥6,500

カウフマンが歌うアリア｢私は全てを失った｣収録CD
UCCD-1212  カウフマン／ロマンティック･アリアス ￥2,500

ボロディナ、ホロストフスキーが今回と同じ役を歌っている
モデナ版全曲盤CD
UCCD-4605/7 ヴェルディ:歌劇《ドン･カルロ》3枚組￥4,200

4月20日発売

3月12日(土)10:00a.m.より
＜夢倶楽部会員＞

3月13日(日)10:00a.m.より
＜一般＞

6月8日～19日　東京文化会館／NHKホール／サントリーホール

演  目 公演日・会場
残席状況 ○残席あり　△残席僅少　×売切

料  金
S  A  B  C  D  E  F
○  ○  ○  ○  △  ×  ×

×  ○  ○  △  ×  ×  ×

○  ○  ○  ○  △  ×  ×

○  ○  ○  ○  △  ×  ×

○  ○  ○  △  △  ×  ×

○  ○  ○  ○  △  ×  ×

×  ○  ○  △  ×  ×  ×

○  ○  △  △  ×  ×  ×

○  ○  △  △  ×  ×  ×

○  ○  ○  ○  ×  ×  ×

○  ○  △  △  ×  ×  ×

プッチーニ ｢ラ･ボエーム｣
Pコード 115-233

ヴェルディ ｢ドン･カルロ｣
Pコード 115-234

ドニゼッティ
｢ランメルモールのルチア｣

MET管弦楽団 特別コンサート

Pコード 115-235

Pコード 115-236

6月 8 日(水) 19:00　NHKホール

6月11日(土) 15:00　NHKホール

6月17日(金) 19:00　NHKホール

6月19日(日) 19:00　NHKホール

6月10日(金) 18:00　NHKホール

6月15日(水) 18:00　NHKホール

6月18日(土) 15:00　NHKホール

6月 9 日(木) 18:30　東京文化会館

6月12日(日) 15:00　東京文化会館

6月16日(木) 18:30　東京文化会館

6月19日(日) 12:00　東京文化会館

(一般料金)
S￥64,000
A￥57,000
B￥49,000
C￥40,000
D￥32,000
E￥24,000
F￥16,000

(会員料金)
S￥62,000
A￥55,000
B￥47,000
C￥39,000
D￥31,000
E￥23,000
F￥15,000

6月14日(火) 19:00　サントリーホール ×  ×  ×  ×  ×

◎名古屋公演  6/4(土)「ラ･ボエーム｣・6/5(日) ｢ドン･カルロ｣（愛知県芸術劇場）  残席は右記までお問合せ下さい。お問合せ ＊中京テレビ事業  (052)957-3333  www.cte.jp/

【二次受付方法】
関係者席・テレビ収録用席を開放し発売いたします。残席一覧

で「売切」表示のある公演日・席種も発売の可能性がございます。

この機会にぜひお求めください。ただし発売がない公演日・席

種がございますことも、あらかじめご了承下さい。

※E,F券につきましては、開放される見込みがございません。
※すでにお求めいただいているチケットの、変更や座席振替はできません。

チケットのお申込は

ジャパン･アーツぴあコールセンター
(03)5774-3040 ＜10:00a.m.～6:00p.m.＞
※オペレータ対応／座席を選択･確認いただけます。
(ジャパン･アーツぴあの電話番号が1月4日より変わりました)

www.japanarts.co.jp/＜24時間受付＞
※座席番号を確認いただけます(ブロック選択も可能です)。

チケットぴあ 0570-02-9999
※座席番号のご案内はいたしません。
※Pコードについては右表をご参照ください。

＜音声応答＞

売切席種購入のチャンスです！！

ルネ･パーペ
（バス／「ドン・カルロ」フィリッポ2世役）

お勧め

CD&
DVD

◎あらすじ ◎主なアリアと聴きどころ

二次受付開始 (東京公演のみ)

エリザベッタ：バルバラ･フリットリ、エボリ公女：オルガ･ボロディナ、ドン･カルロ：ヨナス･カウフマン
ロドリーゴ：ディミトリ･ホロストフスキー、フィリッポ II世：ルネ･パーペ、宗教裁判長：ステファン･コーツァン

指揮：ジェイムズ･レヴァイン
演出･装置：ジョン･デクスター

S￥30,000　A￥25,000　
B￥20,000　C￥15,000
D￥10,000

2011年2月12日現在

ディミトリ･
ホロストフスキー

ルネ･パーペ

オルガ･
ボロディナ

バルバラ･
フリットリ


